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中学理科プリント（過去問類似）
物質の性質

名前 得点

　／9

問1 固体の物質を一度水などの溶媒に溶かし、温度による溶解度の変化や溶媒を蒸発させることを利用して、再び結晶として取り
出す操作を何といいますか。 （2018年　福島公立入試　類似）

1.  蒸留 2.  ろ過 3.  再結晶 4.  昇華

問2 二酸化炭素を満たした同じ大きさのペットボトルを3本用意し、それぞれ「5度の冷たい水」「25度の常温の水」「45度の温か
い水」が入った水槽に浸して、中の水と二酸化炭素をよく振り混ぜました。このとき、ペットボトルのへこみ方が最も大きく
なる条件とその理由として適切なものはどれですか。 （2022年　埼玉公立入試　類似）

1.  5度の水に浸した場合。水温が
低いほど、二酸化炭素が水に溶け
る量が多くなり、ボトル内の気圧
が下がるため。

2.  5度の水に浸した場合。水温が
低いほど、二酸化炭素が水に溶け
る量が少なくなり、ボトル内の気
圧が上がるため。

3.  45度の水に浸した場合。水温
が高いほど、二酸化炭素が水に溶
ける量が多くなり、ボトル内の気
圧が下がるため。

4.  45度の水に浸した場合。水温
が高いほど、二酸化炭素が水に溶
ける量が少なくなり、ボトル内の
気圧が上がるため。

問3 水とエタノールの混合物を加熱して蒸留を行い、留出した液体を順番に3つの試験管X、Y、Zに集めました。それぞれの液体の
密度を測定したところ、Xは0.83g/cm³、Yは0.90g/cm³、Zは1.00g/cm³となりました。純粋なエタノールの密度を
0.79g/cm³、水の密度を1.00g/cm³としたとき、試験管Xに集まった液体の成分の状態を説明したものとして適切なものはど
れですか。 （2022年　山形公立入試　類似）

1.  エタノールを主成分とするが、
水も含まれている混合物である

2.  不純物を全く含まない、純粋な
エタノールである

3.  水を主成分とするが、エタノー
ルも含まれている混合物である

4.  不純物を全く含まない、純粋な
水である

問4 水素を発生させて集める際、水素が「空気に対して非常に密度が小さい」という性質のみを利用して集める方法の名称とし
て、適切なものはどれですか。 （2015年　岡山公立入試　類似）

1.  上方置換法 2.  下方置換法 3.  水上置換法 4.  蒸留

問5 質量パーセント濃度が8％の食塩水を150g作るために必要な、溶質である食塩の質量は何gですか。求めなさい。 （2024年　鳥取公立

入試　類似）

1.  8g 2.  12g 3.  138g 4.  150g

問6 物質が固体から液体に変化する温度を融点、液体から気体に変化する温度を沸点といいます。ある物質の温度が、その物質の
融点よりも高く、沸点よりも低いとき、物質の状態はどのようになっていますか。最も適切なものを選びなさい。 （2024年　茨城公立

入試　類似）

1.  固体 2.  液体 3.  気体 4.  固体と液体が混ざり合っている
状態

問7 ビーカーに入った質量パーセント濃度15％の食塩水300gに、さらに水を200g加えて薄めた。この操作によって新しくできた
食塩水の質量パーセント濃度は何％になるか。 （2020年　島根公立入試　類似）

1.  6％ 2.  9％ 3.  10％ 4.  12％

問8 気体を集める方法には、上方置換法、下方置換法、水上置換法の3つがありますが、水素を集める際に「水上置換法」が優先的
に用いられる理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2024年　兵庫公立入試　類似）

1.  水に溶けにくい性質があり、空
気の混入を最も少なく集められる
から

2.  空気よりも密度が非常に小さい
ため、空気中で集めるのが困難だ
から

3.  水と反応させることで、爆発の
危険性を抑えることができるから

4.  発生した時点では高温であり、
水を通すことで冷却する必要があ
るから

問9 一般に、同じ質量の物質において、液体から気体へと状態が変化すると体積が非常に大きくなります。この理由を粒子モデル
の観点から説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2020年　岡山公立入試　類似）

1.  状態変化によって熱が加わるこ
とで、粒子1つ1つの大きさが膨ら
んで大きくなるため

2.  状態変化によって粒子の数が増
え、それらが空間を占めるように
なるため

3.  状態変化によって粒子どうしの
間隔が非常に大きくなるため

4.  状態変化によって粒子が熱を得
て消滅し、その分だけ周囲の空間
が押し広げられるため
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答え合わせ・解説

問1 答え 3
再結晶

固体の物質を溶媒に溶かしたあと、再び結晶として取り出す操作を再結晶と呼びます。この方法
は、不純物を含んだ固体から、より純粋な物質を得るために利用されます。

問2 答え 1
5度の水に浸した場合。水温が低いほ
ど、二酸化炭素が水に溶ける量が多くな
り、ボトル内の気圧が下がるため。

二酸化炭素は水温が低いほど水に溶けやすいという性質があります。5度の水温では、他の条件に
比べてより多くの二酸化炭素が水に溶け込み、ボトル内の気体の体積が減少します。その結果、ボ
トル内部の圧力が周囲の気圧（外気圧）よりも低くなるため、ボトルは外側から押されて大きくへ
こむことになります。

問3 答え 1
エタノールを主成分とするが、水も含ま
れている混合物である

混合物の蒸留において、沸点の低いエタノール（約78℃）は沸点の高い水（100℃）よりも先に気
体になりやすい性質がありますが、実際には水も同時に蒸発するため、留出液は常に混合物となり
ます。試験管Xの密度（0.83g/cm³）はエタノールの密度（0.79g/cm³）に近い値を示しているこ
とから、エタノールが多く含まれていることが分かりますが、エタノールの数値と完全には一致し
ないため、水が混ざった混合物であると判断できます。

問4 答え 1
上方置換法

空気よりも密度が小さい（軽い）気体を集める場合、集気びんなどの容器の口を下に向け、上方に
気体を溜める「上方置換法」が適しています。なお、水素は水に溶けにくい性質も持つため、実際
にはより純度の高い気体を集められる「水上置換法」で集めるのが一般的です。

問5 答え 2
12g

溶質の質量は、「溶液全体の質量 ×（質量パーセント濃度 ÷ 100）」という式で求めることができ
ます。この場合、溶液の質量が150gで濃度が8％であるため、150 × 0.08 = 12g と計算されま
す。引き算で求められる138gは溶媒（水）の質量であるため、混同しないように注意が必要です。

問6 答え 2
液体

物質は温度の変化にともなってその状態を変える性質がある。融点は固体が液体になり始める温度
であり、沸点は液体が気体になり始める温度であるため、その中間の温度域にある物質は液体の状
態で存在する。

問7 答え 2
9％

水を加えても、溶質である食塩の質量は変化しないことに注目する。まず、最初の食塩水に含まれ
る食塩の質量は 300g × 0.15 ＝ 45g である。次に、水を加えた後の溶液全体の質量は 300g ＋
200g ＝ 500g となる。よって、新しくできた溶液の濃度は（45g ÷ 500g）× 100 ＝ 9％ と計算
できる。

問8 答え 1
水に溶けにくい性質があり、空気の混入
を最も少なく集められるから

水素は空気よりも密度が小さいため、空気中で集める場合は「上方置換法」を用いることも可能で
すが、上方置換法では容器内の空気が完全には抜けきりません。水素は水に溶けにくいという性質
を持つため、水上置換法を利用することができます。水上置換法は、容器の中に満たした水を気体
で置き換えるため、集まった気体が目に見えるだけでなく、空気の混入を最小限に抑えて純粋な状
態で採取できるという大きな利点があります。

問9 答え 3
状態変化によって粒子どうしの間隔が非
常に大きくなるため

粒子モデルにおいて、物質の質量は粒子の個数によって決まるため、状態が変化しても粒子の数や
粒子自体の大きさは変わりません。液体から気体に変化して体積が劇的に増加するのは、個々の粒
子が大きく離れて空間を自由に動くようになり、粒子どうしの間隔（すきま）が非常に広がるため
です。


